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平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 目標値（H29）

指
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平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 目標値（H29）

指
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平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 目標値（H29）

指
標
４

平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 目標値（H29）

指
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平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 目標値（H29）

指
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町ホームページのアクセス件数

町ホームページの年間アクセス件数

平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 目標値（H29）

150,000件

89,668件 102,215件 110,241件 141,283件

２　基本施策指標

指
標
１

広報「おうむ」をいつも読んでいる世帯の割合

毎月発行する町広報誌を必ず読む世帯の割合

平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 目標値（H29）

90%

83.50% 未調査 未調査 未調査

１　施策の概要

基本方針

広報おうむや町民向け予算書・決算書、雄武町ホームページ、職員による「ドコデモまちづくり講座」な
ど、様々な広報・広聴手段を充実し、町民との情報共有を進め、町民が知りたい情報を分かりやすく伝え、
町民の声を的確に行政運営に反映していきます。また、個人情報保護に十分留意しながら、行政情報を積極
的に公開していきます。

現状と課題

 【現状】（平成２3年度末）  【現状】（平成２６年度末）

　行政の基本的な広報媒体である町広報誌の紙面や町
ホームページの充実を図るとともに、職員を講師とし
た町づくり講座の開設、より分かりやすい財政情報
（予算・決算資料）提供など、より多くの行政情報を
発信し、町民との情報の共有化に努めています。

　行政の基本的な広報媒体である町広報誌について
は、特集記事などの掲載により紙面の充実を図るとと
もに、職員を講師としたドコデモまちづくり講座、よ
り分りやすい財政情報（予算・決算書）、くらしの支
援情報などの情報提供のほか、町ホームページについ
てはリニューアルを行い、町民との情報共有化に努め
ています。

 【課題】（平成２3年度末）  【課題】（平成２６年度末）

　住民参加のまちづくりのため、多種多様な手法によ
る一層の行政情報の提供が求められます。

　住民参加のまちづくりを進めていくため、町広報誌
や町ホームページ、ドコデモまちづくり講座など、そ
れぞれが持つ情報発信の特性を生かした行政情報の提
供が求められています。

第５期雄武町総合計画後期基本計画　施策評価調書（兼政策評価基礎調書）

政策目標 ささえあい・雄武 整理番号 75

基本施策 住民主体のまちづくりの推進 評　価
責任者

総務課長　　佐竹　邦夫

単位施策 まちづくり情報の共有化 財務企画課長　 佐々木幸博
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評価結果

① Ａ

② Ａ

③ Ａ

④ Ａ

⑤ Ａ

　Ａ : 政策目標の達成に効果的であり、現在の施策を継続することが必要　等

　Ｂ : 政策目標の達成に効果的であるが、具体的な課題の解決に向けて一部取組を改善するなど、施策を充実することが必要　等

　Ｃ : 政策目標がほぼ達成されていることから、施策が一定の役割を終えつつあり、終期を見据えて縮減することが必要　等

　Ｄ : (1)政策目標の達成に効果的であるが、事業構成が十分ではなく、新たな事業構築など取組を全体的に見直すことが必要　等

　　　(2)政策目標の達成に向けた効果が認められないことから、施策の廃止も含めて抜本的に見直しすることが必要　等

＊今後の方向性の区分
　　○継続／現状維持又は拡充又は縮小又は統合又は内容の見直し・変更　　○終了　　○休止　　○廃止　

　行政情報の提供については、より町民に
分りやすいものとなるよう、今後とも情報
提供の在り方を常に検証しながら取組んで
いく必要がある。

　同　左

　町民に対する行政情報の提供は、より有
効となるように、常に見直し、改善を図り
ながら進めている。

　同　左

継続／現状維持 継続／現状維持

５　総合評価【Ａ～Ｄ】

自己評価（一次評価） 評価会議評価（二次評価） 町長評価（三次評価）

Ａ Ａ

効　率　性
　行政情報のうち基幹情報は町広報誌によって全町民に周知しているほか、ホームページ
ではその優位性を活かすべく大容量の情報を提供するなど、効率性を意識した施策展開を
行っている。

公　平　性
　各種媒体にて提供している行政情報は、町民が等しく入手可能なもので、公平性は保た
れている。

町民意見の反映 町広報誌や町ホームページ等における町民からの情報提供や意見は、適宜応えている。

４　施策の個別評価【Ａ : 評価が高い　Ｂ : やや高い　Ｃ : やや低い　Ｄ : 低い】

評価の視点 理　由　、　説　明　等

妥　当　性
　町広報誌、町ホームページ、出前講座開催など多様な媒体を用いて、行政情報を提供す
ることは、共通認識を持ったまちづくりに対する積極的な参加を促すための施策として妥
当である。

有　効　性
　多様な媒体等によって情報提供することは、情報を入手する町民にとって選択肢が広が
り、行政と町民との情報共有において有効に機能している。

まちづくり講座開催事業 企画調整係 0 Ｂ 継続／現状維持 Ａ

住民向け財政情報開示事業 財政係 98 Ａ 継続／現状維持 Ａ

町広報誌発行事業 情報統計係 4,685 Ａ 継続／現状維持 Ａ

３　単位施策を構成する事務事業の評価結果等

【貢献度の区分　Ａ : 高い　Ｂ : やや高い　Ｃ : やや低い　Ｄ : 低い　Ｅ : なし】
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